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まえがき
現在、大阪大学豊中地区迎学部の玄関真上の
一階に滋見記念窓と呼
ばれる
また中之島地区福島の附属病院に接する癌研究施
>>
O
主主
設の入口門標につ塩見恕化学研究所」の銅版と構内玄関績に戦時中供出された塩見政次の銅像の台昨肢を残している。
しかし今や様見迎化学
研究所の由来を知 人は大波大学内にも少なくなってきたので、大阪大学五十年史編集の一環として同研究所の調査を行った機会に「部局史」および「通 」に記載し得ない資料を集めてこの小文をまとめ、後肢の記憶に役立てたい。大阪大学関係者および広く大阪の学問に関心を持たれる方々の
になれば辛いである。
塩見理化学研究所の創立
大正五年(一九二ハ〉大阪市山鉛鉱業株式会社専務取締役、取見政次は
糖尿病と肺病の病勢進み、自ら 死の近きを悟り、そ 十月五日に神
之
哲
夫
一戸市御影の白宅の病床に大阪医科大学長佐多愛彦教授を呼んで、
か
ね
て念願していた理化学研究所設立の窓悶を告白し、その計闘の実施、を佐多に托した。指見は当時 わが国に最も市一袈であるのは基礎的な理化学であると 、その発展を期して近い将来に 阪医科大学とあわせて総合大学創設のもととなる 科大学の母体をつくるために 私財の半分の百万円安}忠則的 て型化学研究所を設立することを申し出た。
の床で佐多に示した手記の中に塩見の抱
いたこの理化学研究所設立の意留と構想を示す次の語句止を見い出す。その時、塩見が瀕死の弦ニ先生ニ卑見ヲ旦シテ御尽力ヲ仰ギタキハ予テ来志ヲ山中セシコトプル研究所ノ事ナリトス。医界的
ナルモノヲ設立セント欲
セバ「ロックフェラーし等米間人等ノナシタル快挙ナリト雄、今日tl1 
者
ムハ無理ナリ。何トナレバ今後十年ノ努命ヲ従来ノ知キ舘
歳ニア一ブシメパ新ノ迫撃戦一一引統キ多大ノ獲物ヲ得ベキニ可憐ナリ部夫ハ足トポナヲ痛メリ。故一一研究所ヲ設立センニハ五拾万丹カ百万円ノ資金ニテ自分モ綜合的関士トナリ、漸次ニ発達セシメンカト思考セリ。(中略)
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僕ノ班想トスル所ノ研究所ハっロ
γ
グブェ一フ
iL
ノナシタル如
キ広大ナルモノナリシモ有限ノ資本一一テハ広キニ過ギルヲ忌ム。シ其事業一一関スル
端ヲ一広ハバ、東洋一一於ケル天産物及ど農産物ノ
完全ナル「インダ トリ
iL
ノ編成、毎年ニ出ノ予定。此原料ヲ
礎トシタル利用状況ノ研究。臨床医学一一関スル理化学的研究補助タラシメントス。(後略)これによると塩見はこの時以前からロックフェラー級の大研究所設
立を計到していたらしい。
しかし資金が十分でないので、特に東洋特
産天産物および農産物の研究と臨床医学の基踏となる理化学研究に点をおいた研究所合夢見 。佐多はこの塩見の申し出会}感動とともに受諾して、きわめて迅速に、すなわち甑見の生存中にその実現への端絡をつくろうと尽力した。
まず佐多は当時の大阪の財界または政界の
有力者、小山健一一一、村山龍平、本山彦一、中橋徳五郎と速やかに協議してその賛同な符、
ついで塩見の篤志を十月八日の各新聞紙上に発表
した。さらに財団法人設立のための寄附行為の規則を作成して、塩見の開覧な経 、そのゆ詰引一日 同月二十一日に文部省に進達して、同日
部を左に抄録する。
附で認可を得た。 寄附行為の
財開法人
塩見限化学研究所寄附行為
目
的
第一条
本財団法人ハ却化学研究所ヲ設立シ、以一ア理化学及其応用
ヲ研究スルヲ以テ目的トス。本財矧法人ハ品川町柄引ノ外、必姿-ニルシ、却化学及其応用ニ関シ堪能ナル人物ヲ養成スルモノトス。
第二条
本財団法人ハ資産管理ニ属スル事務ノ外ハ相当ノ条件ヲ矧
シテ、前条一一掲グル
ノ管制収ヲ大阪府立大阪医科大学ニ
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ス
ルコトヲ得。此場合ニ於テハ本研究所
般ノ研究ノ外大阪医科大
尚子ノ研究教授ノ用ニ供スルコトヲ妨ゲズ。
名
称本財罰法人ノ名称ハ識見理化学研究所トス。
甘VKU
斤叶
?????
第四条
本財間法人ノ事務所ハ大阪市北区常安町四番地ニ泣ク。但
一依リ、之ヲ移転スルコトヲ妨ゲズ。
資産
第五条
一一研究所資金トシテ
域見政次ハ本財団法人ヲ設立センガ
金壱百万円ヲ寄問ス。
(中略)
第八条
ヲ創業資金及維持資金ノ弐税トシ、金弐拾
研究所資金ハ
五万円ヲ創業資金トシ、金七治五万円ヲ維持資金トス
第九条
研究所総持政ハ維持資金ノ利子ヲ以テ之ヲ支弁シ、如何ナ
ル場合ト雌其元本 以一ア之-一光ツルコトヲ許サズ。
(後略)
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この財団法人の設立によって、当時のわが閣においては「先到なき
純学術研究所
L
の創設がはかられた。時あたかも政府においても高鈴
の提唱による国民科学研究所の計闘が進められつつあって、東京
においてこれが理化学研究所いわゆる理研として設立実現されたのは滋見理化学研究所創設の翌年大豆六年(一九一七)三月であった。
し
か
し東京の 究所は間家的事業として行われたのに対して、取見理化学研究所は一個人の独力によって始められようとしたところに時代の機運を越えた対照が際立っている。塩見理化学研究所の
の
{G1; 
理は大阪医科大学に委託され、その研究・教育にも役立つこ が期待されたが、これは既に当時より計画さ た大阪 おける理科大学の創立の基礎となり、総合大学実現を促進することが玄関され いたものといえる。塩見はこの直後の十月二十四日
一十九歳で死去した。間月一
十七日に大阪 津村別院(北御堂)において宗教上の儀式を廃し 告別式が一行われ、佐多はその告別の辞の中で、前述 塩見 子記になる研究所設立の意見書を発表した。
塩見政次の人と業績
自らの死に臨んでその資産とともに理化学研究所設立を委託した塩
見政次とはいかなる経歴と業績の人であったか。
塩見政次は明治十一年(
八七八)
月五日、岡山県美作悶久米郡部
川村大学通谷に坂見龍造の二男として生まれた。父祖の竪菜、を継ぐベく、大阪医 校に学び、明治三
(一九
OO)
七月間校を卒業した。
同年京都帝関 医科大学生理学教窓の劫手となっ が、兵役の期満ちてのち、
十
ノ\
年
九O一一一)大阪高麗橋において監を開業した。
その後、岡露戦争に出征、帰還後、大阪市医師会議員に選ばれ、市の涯政に参闘して、医業を継続するかたわら、明治四十年(
九O七)緒
方正清(現在 東区今橋三丁目緒方婦人科病院創設者 緒方洪隠 孫子震の夫)らと共同して、合資会社喜多尾化学研究所、
のちの大阪化学研究所を
して、新薬レスピ一ブチン、
ヨチシンなどを創製発売し
ロザ
i
ル、
Tこ場見は当時のわが悶の現鉛の供給がすべて輸入に仰いでいた状況に
して、本邦最初の班鉛精煉鉱業の開発を志し、まず明治四十
(一九
O九)六月、
尼崎に合資会社大阪鉱業試験所を創設して亜鉛精煉
の研究に入った。間四十閉年(一九
一)十月には藤田系資本の援助を
得て、尼崎 大阪市川鉛鉱業株式会社を設立してその専務取締役となり、
こうのしま
の工場に加えて備中(現在附山県笠間州市)神烏に画期的な工
安治則、場を建設した。周間一四・五キロの笠附沖の小島の神'偽に工場誘致宏一行ったのは神
ながしきの
島出身の机船海運船長 長錦文太郎であったという。この神島工場における車鉛精煉の本格的活動によって、電気精煉法の勃興をうながした。またそれがわが図特有の工業となる基図となり、また車鉛鉱 路
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料会社を経て、昭和十
鉱より生じる班硫敵
(大IE4 年撮影)
ガスから硫敵製造が行われ、肥料晒粉の製造にも及んだ。そ
組見政次
のことがこの神
F品工
場が ちに神お硫敵
年(一九三さには神品化学工業に発展する広一
製造所、神内…何人造肥
礎となった。現在は三菱系コウノシマ化成と変って過リン撒石灰の製造を行っている。
さて神島に始めて大阪盟鉛鉱業の工場が
mm
かれて数年後には第一次
奴盟鉛鉱業もこの機運に乗じて飛躍的に発展した。世界大戦が始まり、位界的に車鉛の需要が急増したために、出見の大
四年二九一五)
には神品工場の職員数は四百名、
は八千名を数えるに歪り、年生
産額は一一千五百万円以上に達し莫大な利益を計上した。その結果、わが悶はご恥いして到鉛輸出掴となり、場見の仰向芯絶頂 時が到来した。この夏、取見は日本全国より亜鉛関係者一一一万人 神島 招待してを公開し大関遊会を催 た。しかし好事魔多 。
の発展は必然的
に識見の多忙を強い、その休息を許さず、遂 糖尿践と肺結核の浸すところとなり、大正五年十月、塩見の若き生命 絶つ 至った。その死の直前に識見が前述の理化学研究所設立のため その資産捉
がら理化学を好み、供を申し出たのである。塩見はその経際を見ても、最初医学を志しな
の道に入ってからは「凡そ事業家を志す者
は理化学の知識瓶養こそ必修でゐる」との信念を臨め、実際に製薬、
84 
そして化学工業に従事するようになって体験的にますます基礎理化学の案要性を確信する 一会ったものと思われる。さら 国際場都での事業家としての経験が一旦位界情勢が変ってわが悶が逆境 立たされた場合には最も頼りになる根底は理化学の研鍛であ 、すべてのはそれに須つべきも であり、そのような文化の開発 国家百年の大計というべきものであるという臨見 強い信念とな 行つ
かねて、
っ子弟の為に財を遣さず、財宏以って祖先の余沢に依頼す
るを最も戒むしとの持論 持主であった塩 はたまたま時運によって得た個人的余財は豪脊な生活や子孫の数人間に到すべきものでないとして研究所設史を思い立ったのである。
また別に淑見がこの挙に出た時代的背景には前述のような政府によ
る理化学研究所設立の機連の他に、大阪 別科大学を起そうという動きが説見の
た府立大学医科大学を中心に拾顕していた事実を克
逃がすことができない。そのことについては次設 ゆずると 、見は甲南御影の地に四千坪の広大な宅地を購入した時 さらに近隣拡張して理化学研究所を設践すること 既 夢見 い 。しかしこのような研究所は元来高等な学問の府であ 大学と迎合 て運営されなければ突を挙げることができない、
一私人の経営では非常に弱体化す
るから、突擦の述常にも便利 、氷速に継続 某礎 つくるためにも政府もしくは官公立学校 管理を托すべきであるとして、臨終近 病床での佐多学長への依頼となったのである。
工業都市大阪の物質的雰
囲気に科学掠輿の源泉である源化学研究所 生れれば百花蹴乱空雨等
学府ができ上り、篤学の土が安んじてここで研究に従事することができ、科学の権威を発揮して伶大なる業績が陸続として現われることを確信するというのが当時の塙見の心境であった。指見の応用科学発展の基礎は液化学に求めるべきであるとの信念は行γやh
こ品虫
J\
、
ゴグ
AH
，r、『ロコ
たとえっ庭、文、
工等の諸分科の綜合大学として設備充
実、絢欄の品品川〈を極むとも、理化学の発展之に伴うなく、学術の根本培義一を怠らば二部の文化は許すに独立不鴇を以てする事能はざるべししと強い調子で述べ、
っか
tふる基礎的の研究を度外視し、只管応用の範
聞に出頭没頭して、目前の現象にのみ捉はれつ
Lある者は、遂に時代
の進運に遅れ、
一闘の文化は全く紋足の状態に岱徳すベし」と断言し
ている。ヰを傾むけるべ
である。さらに塩見はそのような理化
学学術の基礎は数学であ といい、また医学は べて斑化学を茶一階とし、理化学 補助がなけ ば了解し得ないも であると述べている。この数学時前一と医学の基礎としての恕化学の位置づけは開設された取見理化学研究所の特徴として反映された。海見の人柄を伝える通話はその
r討叙伝「訴が半生」に多く記故され
ているが、死の床で家訓として述懐し
に
J交際先を陳ぶにも、
使用人を採用するにも、総べて人格安}中心の問題とし、他に長一川ありと齢、人絡なきものは之れを近づけざる事」 一節が るしての成功の郎訣の
つはそのように人を見る限の俗かさにあったの
かも れない。その反岡部下に対しては に痛烈な怒り 発し、そてまた
ガでは淡白で根に持たない性格であったらしい。
しかし事業
経営に関しては常に趨人的な執掛なねばりと精力的な強気を貫いた性
格の持主であった。それが滋見の早い死をもたらした遠問でもあった。
四
大阪大学創立における塩見理化学研究所の役割
損見政次の死に臨んでの財産提供による理化学研究所の
に当た
つては「現に間大学(大阪夜科大学)に計問中なる現科大学の創立に向って、其理化学教主として之を使用し、以て大阪迎科大学 興隆を速成せられんこと」が風見によって希望されていた。それより前、臼清戦争が終った明治二十八、九年の回以、当時の政府において商問寺公望文相、牧野伸顕次官によって東京帝関 学以外に
第二の帝回大学を創立する計附 進められた。そ 時法文系を京都に、医科を大阪に置くという案が立てられた。牧野次官はこれをまず大阪町内海忠勝知事 交渉し、内海知事 こ を府会に諮った。府議会は大学の政府移管の科点なしとしてこの挺認を否決した。
かつて維新産
後、 久保科通は京都より大阪への遊部を画策し、その予測の下に大
せいみきょく
(一八六九)、理化学校に担当する舎密局と医学校が開設さ
阪に明治一れたのであるが、大阪選部が実現し かったために、会同密局は結局は普通商等教育機関となって、明治二十ニ年(一八八九)には京都へ移って第一一一高等学校となり 医学校は一門口一中絶の後、府管轄 大阪医学校とし この年まで述綿 続いていたのである。再びこの大阪夜学校を政府政踏とする提案を行った牧野伸顕は奇しくも大久保利通 次男であったこ に躍史 偶然と必然の戯れを思う。大阪府 処 に強 失望止な感じた牧野はそれにもかかわらず大阪法 と 加に第二帝盟大
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学医科大学および病院を大阪に建設するべく、東区空堀付近な候補地としてその設計に入ったが、京都府からの誘致運動に屈して遂に京都に帝国大 毘 学が設置されたという経緯があ 。
このような事情によって大阪抵学校では清野努校長以下脊起して大
阪に新た 医科 学を創立しようとし 。
しかしそれには京都帝国大
学の一分科大学となるか、または医学校以外に一つの理科系分科大学を興して、これと連合して大薮帝岡大学を新設するかのいずれかであると考えられた。すなわち明治一一十九年(一八九六)当附にお て既に現在の総合大 としての 阪大学の構想が芽生えてい ことはザ記されてよいであろう。明治 一一十年(一八九七)にはこの計掘の実施 向かつての施策の第一歩と まず優秀な教授を養成する目的で大問医学校教諭の洋行が大坂府の費用によって行われた。当時間の官授によらないで府県 費用で洋行がはか ことは同期的なことであった。しかし当時の政府の財政状況においては新しい帝際大学が認可され
る可能性はまずないも として、次品 一
hの策として考えられたのが専門
学校令を改訂して大阪畏学校を大阪医科大学に昇格させよう いう改卒案であった。この運動は明治一一一十五年(一九
O
一一)大阪医学校校長と
なった佐多愛彦によって強力に推し進められ、また 外では三十四銀行頭取で元文部次官の小山健一一一が中心 なって推進されていっず明治四十一年二九
O
八)に大阪医学校は大阪高等医学校に、
ついで
大正四年(一九二るには府立大阪医科大学と間外務、改称された。
依多が塩見より疎化学研究所樹立基金の山中山山止を受けた はそのの大正
(一九二ハ)で、この時佐多は前述のように{現に間大学に
計一陣中なる理科大学のし理化学教室にこの理化学研究所を使用したいと述べている。すなわち大阪医科大学への昇格がきまった読後から総
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合大学設立のための理科大学の創設が既に計調されていたのである。したがって場見によ 諜化学研究所 費の寄附中出は総合大学部立計爵にとってはまことに時宜を得た状況設定となったため、当事者の故多を非常に喜ばせたも と忠われる。さらに翌大正六年(一九一七)における中之島の医科大学病院および
の火災に際して佐多は「将来文理科大学な増設の
には、予科を
高等学校と文盟科大学に分割しし、
その高等学校と加に病読の分院を
併わせて設立する現想のもと 当時の大坂府県能郡石橋待兼山 地に一一…問、一一
OO
余坪を購入する一計画を立ててこれが実現したが、この??
科と分読の土地は現在の医療技術短期大学部 所であ 因みにこの時佐多は敷地の南方に二万坪近い村有池(中山池)があるが、将来これを埋め立てれば運動場として使用でき、全敷地は五万坪以上 なると述べているのは現況に照らして興味深い。
いずれにしても、当時佐
多の脳惚には医学校以外に文則科大 の併設による総合 へ 飛躍の計四が強く占められていて、塩見恕化 研究所設立はそれ 深い関
A守
係にあったこ は以上 諸事実より明らかである。
:?
大正五年(
日をもって認可を受けた財間法人
九二ハ)十月ニ十
海見理化学研究所は現六年五月研究所の建物をまだ持たないまま、別組尚子科、化学科より成る研究所組織を整え、佐多愛彦がその所長に任じその活動に入った。大正八年(一九一九)に 五月公布の 令最初の瀧周を受けて府立大阪医科大学 公立大阪医科大学 認定昇格
した。
その患科大学濡院に接する北限堂白浜通
一帯地の地に、
大
正
i引
年
九二五)に始めて邸見現化学研究所の建物が完成した。
最初に述べ 現在の癌研究施設の建物がそれである。この建物建設によって填見理化学研究所を基礎として新たに迎科大学を創設する機運が一一府高まり、昭和五年(一九一一一
O)
に至って大阪府知事として着任し
一一一郎と大阪医科大学長楠本長一一一郎との間で医科、恕科を中心
とする大阪総合大学創立の案が検 泊され、その折特に販見理化学研究所の協力が求められた。後 柴田はこの大阪帝悶大学設置案を計制するに当たってまず塩見財団の立向か]確め、その協授を得たことが総合大学案実行 決心を閤めた 大動機で中めっ とを告白している。実際に臨見期間の級持資金七五万円(別に積立金
五万円)の内四
O
万
円止を盟科大学斜設費に寄附仰することが捷案された。
その結果、大薮の
官学財界挙げての総合大学設段要望運動が盛り上っ
しかしその後
も幾多の難関があったが、遂に政府会動かして明和六年(一九一一 二三月二十五日に大阪帝関 設誼案が帝閣議会を通過した。これによって予定通り潟見理化学研究所は同年五月一日聞をもって四
O
万円を大
阪府知事に提出し、大阪医科大学者積金附?と併わせて一八五万円が大阪帝聞大学設立基金とされ、そのすべて 理学部創設費に当てこの理学部創設に当ってはこ 他に政府資金による援助は全く受けなミつこ。ふμ
、ず'
左の一文は柴田大薮府知事より佐多甑見理化学研究所理事へ宛てた当時の書翰である。拝啓
益々御清穆奉賀候。陳者本府民多年鶴望し来れる大阪帝国大
。コ
せられたるは泊に
に存候。右は〈ふく貴下格加
の御高配に依る処不砂市己ならず殊に其の理学部創設資金待問金中へ収見加化学研究所資金より金凹拾万円御寄附の上種々郷後段被成下校段お紙く感謝罷在候。廷に不紋取御挨拶山中述度如斯御陵侠
敬
l' 7ミ
附和六年五月廿六日
大政府知事
柴田諮問一一一郎
取見取化学研究所
川川事
佐多愛彦殿
恥見理化学研究所はおに述べたように多額の資金を理学部創設費に寄附したのみならず、後に述べるように多くの研究所の有力研究員を理学部に松山させることによって人材供給の任も果たしたことになる。当時の研究所の全資金は九
O
万円であったが、人員転出によって人件
授の節約が見込める めに、経常貨を約半減して維持伎を忍
O
万円と
し、残りの問。万円を寄附しても研究所の経常には支障を米たさないと考えられた。さらには理学部発足以後もそ 本舘建物の建築が完成するまでの昭和七年か 九年の問、場見沼化学研究所の一部が浬学部の研究、授業用に使用された。また淑見研究所は当時既 資重で入手間難であった多数 数学、物理学、化学関係 外関学術雑誌のパックナンバー 収集に努め、後にこれらを盟 図荒川舘へ移管することによって、理学部における研究調査上 便宜 資す ところ 大きかっTこしかしながら塩見理化学研究所の佐多理事は前記の閉
O
万円安}大阪
塩見理化学研究所小史37 
帝国大学創設授として財聞から寄附するに当たって大学側
:ttK 見理化学研玄究所
に次のような研究所管到に閃する希盟条件を提出した。すなわちまず今後研究所の事業は大阪帝間大学の管理に委ねること、
次に明和八年(一九
)立以愛土況判
bしヤ吋晶、
12
\Eiftzo--
日ノ一仁川よルネ
よび研究員の俸給は大学から支給することというのであっ
た。ところがこの管理問題は大学の授業が開始される昭和八年四月の
]?
直前になってもなかなか解決されなかった。
その頃のある日、長附半太郎大阪帝国大学新総長は渡辺書記官、間
尾事務官を連れて佐多問中学を掌品の自宅に訪い、財団法人海見梨化学研究所全体を大阪帝同大学に得附してもらいたい、そうすれば大学の
に短見講座という名を設けて、氷速のものとすると提案した。
かし佐多の返答は研究所からは現に四
O
万円を寄附している。塩見財
聞の解散は故人指見政次の本志で いとして れを拒絶し 。当時の
の論理と心のくまには後世の推測だけではうかがい得ない何か
移って、研究所な大学の管制刈としない、がある。結局小余金之助研究所長と真島利行班 部長と 聞の交渉に
しかしほとんど全共の職負の
>,O 
俸給は大学から支給するというこ で話し合いがついた。これより幾十年かの後に後述するようにい口氏側 提案通り 臨見研究所の解散、大
学への吸収が行われたことも時の流れというべ、きであろう。
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塩見理化学研究所の出発と推移
大
正
/, 
圭[三
九一七)五月二十八日取見盟化学研究所発足に当たり、
塩見財団はその研究組織を左のように定め 。
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佐多愛彦
加学科長
清水武蛾
物制収学部長
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1421J
古武術間的坤
生物化学部長
古武州四郎
純
ilミ
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部
長
未定
当初の研究所員は大阪府立医科大学教授を、昭和八年以後は大阪医
し
科大学予科教綬、講師を兼任した。
七
研究所はまず大正
(一九
に清水武雄、を米関および英国に関学させ、間一年九月に古武粥四郎
か一欽米に派遣した。さらに大正八年(一九一九)七月には物恕学部員時谷辰治を欧州 、問年十二月 小企金之助をフランスに、強九年六月には化学部員内藤鋼一を欧米に派泣留学させた。これらの人々は大正七年(一九
八)から大正十一年(一九一一二)にかけてあいついで帰国した
が、内藤はドイツのケルンで客死した。研究所の建物が完成するまでの期間はたとえば数学部と物理学部は大正八年(一九一九)の秋より石
橋符兼山に新築された大波医科大学予科(現医療技術短期大学部)の建物を間借りして仕事を始め 。
(一九二回)には佐多愛彦の後任に清水が所長に就任した
が、翌年清水は長間半太郎の後任として東京帝国大学教授に転職した。大正十四年二九二五二ハ月、清水の後任に小倉が所長に就任、翌年研究所組織を改めて、科目拭および部長制を廃 研究員を段くこととした。東京帝国大学で一長岡の助手であった浅田常三郎は清水の東大転に伴って、まず文部省在外研究生と 外国留学の後 本研究 所員として就任することが内定され いた。浅田は昭和一一一年(一九二八)四月間附闘して物理学部研究員となった。何年六月には化学部研究員近野政次が欧州に派遣されたが、翌年ドイツのゲッチンゲンで客死しさらには昭和六年(一九三一)一月化学 研究員千谷利一一
ドイツへ留
学した。
このようにして海外派遣の研究員の帰闘を待って大正十四年こ九二五)一一一月に当時の北区堂島誤週一 一丁目
、現夜の福島区福島一
lil--
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五O
大阪大学付属癌研究施設の地に四、一一一五五坪の敷地を得て、建
築費一三五、
000
円で近代的一一一階建鉄筋コングワ
l
ト建築が設計起
工された。同年十二月に地鎮祭念行い、翌十五年十二月に竣工した。さらに総経 一
000
円をもって内部の一切の設備を完成させ、
前述の陣容による研究活動が開始された。
大正五年(
九二ハ)の研究所発足当初より昭和六年(一九三一)
至る間の研究所の支出概算は左の通りである。
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昭和八年ご九一一二三に歪り、前述の大仮帝国大学と取見理化学研究
所との協定にもとやついて、これら研究所員の中、間谷、浅間、千谷、佐多が大学の教授または劫教授に就任した。
閉所以来、昭和六年(一九一一二)頃までに行われた研究所長による主
な研究業献な挙げると、清水武雄の連続アルファ粒子発生機の考案、レントゲン線を用いる物質の特性の研究。小倉金之助の補間法班論に関する研究、沼本数学史の研究。間谷辰治
おける統計学的研
究。十日武悌閉郎、岩尾次郎によるトリプトファンなどのアミノ酸代詩の研 内藤鋼一の溶流溶液反応 ガマ心臓に
ついての
研究。近野政次のプミノ散の
の引究。浅間常一一
の水銀灯のは別
究。竹中践の聯立総状積分方程式、正剤耐数などに関する 中島
の分解の研究などである
c
龍次郎の動物体内のアミノ
H自
来日
一十
(一九一一一七)に至って金利の鉱下により財団の
際難となったために、まず数学部と生物化学部を廃止し、さら 物開
>ζU 
学部を縮小して化学部 重点を置くこ となった。それに伴って小企斤主主主刀川口
4
一Jtztzf
ィ
に研究所を
任、佐多愛彦理事が昭和十七年
(一九回二)まで所長会」兼任した
また当時研究員であった八木秀次は
昭和十七年に
こ一ぷ仁
Lしこ。司手二
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巨ブ今芦
に勝質学の新講座開設に伴い、研究員佐多直康が
ニ任
ぜられたのを機に、木研究所の施設な開講践に提供し、同時に佐多産
40 
~燥を研究所長に捕した。同年十二月の研究所職員は左のように変っている。
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昭和六年(一九一一二)頃より昭和十六年(
九四一)に一会る間の取見取
化学研究所の主なる業績を挙げると左の泊りであふ
ο
の跨質学的研究、特に超音波の腹質学的作用についての
??mv
拍列
一ニ郎の高圧水銀灯の研究。千谷利一一…、小泉正夫によ
水の研究。八木秀次の超音波の研究などが活発に行われた。
また
部助教授として赴任した湯川秀樹も一附塩見理化学研究所の一室を使聞出していた。
ノーベル賞受賞の中間子理論の若松もこの研究所と無舷
でない可能性がある。
ム
/'¥ 
塩見理化学研究所の解散
第二次大戦およびその戦後な迎えた塩見理化学研究所では財政的、
物質的な危機に見舞われていたが、幾多の困難を排して研究活動が続けられていた。時に戦後になっ その資金状況が悪化し、十時任 日(を泣くことができなくなっ
したがってたとえば文部省の科学研究
授も受ける資格 なく り、大限大学淵化学部に在籍する研究員が各自の研究室の
肱猿郊として研究所建物な使用していたというのが
の実情である。戦後から昭和二十九年(一九五四)頃までの臨見聞化学研究所における研究を挙げると、浅田研究室にお ては演急性のよいストロボスコープの研究、
アルゴン水銀放屯管の研究、写真撮影用閃光放
mm管の試
作、放電管における外部頼射の
ついての研究。千谷研究室にお
いてはチタン精鋭に閲する研究。佐多 界間活性剤の研究、各種化合物に対する超音波作用 研究などが行われていた。昭和三十一年(
九五六)に一交り、
の大阪大学正問建次郎総長よ
り甑見理化学研究所佐多直設所長に対し、 所 大阪大学に移管してはどうかとの提案があり、研究 としては取見の名称を何 かの形で残すことと、研究所の建物間約約四
CO
坪を迎学部内に新たに建て
増して確保することを条件にこの提案を受諾 こととなった塩見財団の最後の役員会は昭和一一一十一年…一一月二十九日研究所において聞かれた。その時の解散理白書を左 一爪す。
解散理白書
財団法人塩見理化尚子研究所は極見政次氏が明治一 一十一一一年大扱医科大学の前身大阪医学校を卒業後当時我が極化学
の不振を慨明して、
大阪那鉛鉱業株式会社を創立し、大成功を遂げた結果、その
の約千組を提供し、阿川校である大阪医科大学長佐多博士に「理化学及びその応用 研究すること、並びにこれに闘し堪能なる人物を養れた。同時士は深くこの意思に成する」ことを創立の敵国伐として財出法人を組織することを発表さ
和協力して大正五年十月三十
一日…加の手続を了え、設立の認可を受けたものである。以来本研究所は学界並びに化学工業界に大いに科益したが、特に昭和六年三月大阪帝国大学理学部の創設に支献し、更に大阪帝国大毎年多数に上ったのであった。学の設校后は同期学部のため絶大な寄与がなされ、その研究業績は戦争の激化と殻戦後の経税事情の激変は当法人にとってもその打は絞めて部難となっている。
繁は大きく、戦后 おいては収入は激減し、人件費、研究裂の支出
その上、当法人研究所の建物が大阪大学構内
部を敷地に借用
しているのであるが、開大学の発展、拡充に種々中昨〈障を与えていることは大きな見地から当法人の存在は不都合であろうことは間違い
tl~{J~J翠化学研究所大阪大学移管
記念レリーフ (1昭和3 1{F.)
ないものと考えられる。これ以上存続することは財政的に
困
難
となった事実 もとづいて卒業を継続するよりこれを解散し、むしろ本研究所施設の一切を大阪大学に寄附し、
百託児際化学研究所小史-11 
もって陪大学の施設として利用した方が
関設立趣旨に時うであろ
うという協議員全員の決議に基金
c、本研究所を解散せんとするもの
であります。
さらに次に示すのはその解散に当たっての財団役員の決議文である。
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財閥法人協見理化学研究所は大正五年十月財団設立後大正十五年三月研究所建設以来三十年にね一り理化学の基礎及応用に関する研究を続け此間昭和七年大阪帝国大学理学部創設に際しては其母体た
機能な果し一応答陀行為による自的を達成したわけであるが、敗戦による経済的混乱のため財団としても漸次維持資金に不足を生じっつあるにより、北器財剖を解散し、寄向者故淑見政次氏の遺志 尊
大阪大学理学部の用に充てる事及び塩見理化学研究所の名称
を存続する事を条件に現存の研究所の 物設備一切を大阪大学に寄附する。
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昭和三十一年(一九五六)一一一月三十一日臨見理化学研究所は四十年のその特異な慌史を閉じた。それはあたかも三十九歳で肢を去った晦見政次が生きることを願った後半生のようであった。研究所の建物、設備一切は大抜大学に谷派され、建物は医学部付属結研究施設の使用するところとなった。悶みにこの時恕学部に等間移管された民吉類は二、
八OO
円であった。その後研究所建
八七九問、評価額
一一一六六、
物部和相当分を斑学部の増築計闘 は別に篠保することが突際にされたが、基礎工学部新設問題とからんで困難となり、結局は実現するに一品工らなかった。
戸七
おわりに
まえがきにも述べたように現在、豊中地区の惣学部内に塩見記念室の名を冠した…笠を残し、主として化学科、高分子学科の諮議、講演、
業績発表会、その他の集会など多方面に利用している。こ 記念室の一戸楠には戦時中供出された甑見政次の銅像の原型想像 残している。また焔研究施設構内に残っている花山凶器のム口座(氏辺約
メートル闘方、
山高さ二・ニ
0
メートル)には原敬の筆で
臨見政次君之像
お3
1it 
原敬語圏
と刻されている。その裏面には次のような語、が録されている。
(大iF 8 年)jizJZ政次の銅像
名工平浩氏に隠して工を成し鹿山内名古屋市関川彦太郎君故人の況を追偲し逃像を贈らる的て浪悲の
して、氷遠に伝ふ
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昭和六年六月
(しば
大阪大学理学部)
てつお
一一日旬、早速御懇即時在候制尽し候考以術開候処、生儀ニム符之、為何分長シ短シ氏ハ校長トシテノ人物ヲ得ルコトハ外無之伎、官ノ古物弥ヲ廻中-一堪ヘザル次地一一龍出候節相伺度、如新
主祭克理化学研究所小史43 
〔注〕1
円五日が半生』一尚昆健一一綱大正六年十月。
2
『財団法人盗見理化学研究所袈覧
b
坂見理化学研究所
発行昭和十七年明訂。
司神
4訪問問問料』伴芳子署昭和五十四年四月。
町佐多愛彦先生伝お一丙梨光司者昭和十五年五月。叶大阪大学五十年央部局史お大阪大学二九州問叉昭和五十八年一『一数学者の思想』小倉金之幼若筑隊舎房昭和四十二年。坂見理化学研究所解散時関係書類 理学部球。
